
請求事務について
（過誤申立・上限額管理）
秋田市障がい福祉課



過誤申立について
過誤申立とは？

過誤申立とは、介護給付費等請求の審査決定後に、請求内容に
誤りがあった場合に、事業者が保険者（秋田市）を通じて、国保連合
会に請求を取り下げる（返還する）手続

この取下げの手続により当初の支払額から過誤決定金額が差し
引かれます。

この取下げの手続の後に、再請求で正しい金額を審査決定します。



過誤の処理の種類

・通常過誤

過誤申立をした月の翌月に請求の取下げを行う処理

・同月過誤

請求の取下げと再請求を同時に行い差額調整する処理



同月過誤

過誤取下げした分と再請求分が相殺され、
差額が当月の介護給付費等から差し引かれます。
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過誤申立依頼書の様式について

① 秋田市ＨＰのサイト内検索で「1011798」で検索

② 障がい福祉課の「請求関係様式」のページへ

③ 「過誤申立依頼書」をダウンロード



過誤申立依頼書の記載・送付について

①
②

③

④



上限額管理について
上限額管理とは？

障害福祉サービス等の利用者には、世帯の所得区分に応じた負
担上限月額が設定されており、利用者は、この負担上限月額を超え
て利用者負担を支払う必要はないこととされています。

複数のサービス提供事業所からサービスを受け、１か月当たりの
利用者負担額が負担上限月額を超過することが予測される利用者
（上限額管理対象者）については、この上限額の管理が行われます。



上限額管理について
上限額管理対象者の手続について

上限額管理対象者は、利用者負担の上限額管理を行う事業所
（上限額管理者）が決まると、

「利用者負担上限額管理事務依頼（変更）届出書」に受給者証を
添えて秋田市に届け出ます。

（※提出期限は、上限管理が必要になる月の月末まで）

上限額管理者となる事業所が受給者証に記載され、国保連合会
の受給者台帳に登録されます。



上限額管理の流れ



上限額管理に係るエラーの例
上限額管理に係る受給者台帳情報との不整合



上限額管理に係るエラーの例
上限額管理結果票の不整合



同一世帯に障害児通所支援を利用する
児童が複数いる場合の上限額管理①

これまで、

利用者負担上限月額を超えた場合

→高額障害児通所給付費を支給

令和７年５月請求（４月サービス提供分）から
複数児童用上限額管理結果票を、請求明細
書等と併せて国保連合会へ電子請求可能と
なった。



同一世帯に障害児通所支援を利用する
児童が複数いる場合の上限額管理②

①兄 Ａ事業所

弟 Ａ事業所

→Ａ事業所が上限額管理を行います。

②兄 Ａ事業所 Ｂ事業所

弟 Ｂ事業所 Ｃ事業所

⇒Ｂ事業所が上限額管理を行います。

①兄 Ａ事業所 Ｂ事業所

弟 Ｃ事業所

⇒契約日数が最も多い事業所が上限額管理を行
います。

きょうだい児で共通する事業所を利用している場合

きょうだい児で共通する事業所を利用していない場合


